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７
月
４
日
、
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡
に
お
い
て
、
「
第

３３
回
定
期
大
会
」
を
開
催
し
た
。
各
議
案
の
提
起
、
質
疑

を
経
て
、
議
案
採
決
の
議
決
数
確
認
を
行
い
、
満
場
一
致

で
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

今
回
決
定
し
た
運
動
方
針
に
基
づ
き
、
組
合
員
全
員
参

画
で
組
織
の
さ
ら
な
る
発
展
を
図
る
べ
く
、中
期
目
標「
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

⇒

２
０
２
７
」
に
基
づ
き

７
年
目
の
取
り
組
み
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
と
す
る
。

こ
の
一
年
、
社
会
・
経
済
活

動
の
活
性
化
と
国
内
の
移
動
需

要
の
急
速
な
回
復
に
伴
い
、
弾

力
的
・
機
動
的
な
輸
送
力
の
設

定
を
お
こ
な
う
中
、
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
組
合
員
は
日
々
の
安

全
安
定
輸
送
に
努
め
、
日
本
経

済
と
国
民
生
活
の
基
盤
で
あ
る

公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
社
会

的
使
命
を
確
り
と
担
っ
て
頂
い

た
。
２
０
２
４
年
３
月
期
決
算

で
は
、
「
増
収
・
増
益
」
と
な

っ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
組

合
員
が
鉄
道
・
医
療
職
場
の
最

前
線
に
立
ち
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、
強
い
使

命
感
を
持
っ
て
業
務
に
精
励
し

て
き
て
頂
い
た
こ
と
、
ま
た
、

組
合
活
動
に
お
い
て
も
献
身
的

な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
て

頂
い
た
こ
と
に
、
心
よ
り
敬
意

と
感
謝
も
申
し
上
げ
る
。さ
て
、

今
ま
さ
に
「
変
革
」
の
時
代
で

あ
る
が
故
に
、
大
き
な
影
響
を

受
け
る
働
く
者
の「
想
い
、
声
、

悩
み
、
迷
い
、
戸
惑
い
、
労
苦
」

に
、
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と

が
出
来
る
存
在
は
、
紛
れ
も
な

く
労
働
組
合
で
あ
る
。
引
き
続

き
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
、「
責

任
組
合
」
と
し
て
、
組
合
員
の

利
益
を
第
一
義
と
す
る
労
働
組

合
主
義
に
立
脚
し
、
互
い
に
支

え
合
い
、
励
ま
し
合
い
、
困
難

に
立
ち
向
か
っ
て
、
一
つ
ひ
と

つ
の
課
題
に
向
き
合
い
解
決
を

め
ざ
し
て
い
く
。

私
た
ち
は
本
日
、
７
年
目
を

向
か
え
る
中
期
目
標
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

⇒

２

０
２
７
」
に
基
づ
く
運
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
。
本
定
期
大
会

に
お
い
て
、
こ
の
１
年
間
で
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
進
む
べ
き

方
向
性
に
つ
い
て
討
議
し
、
意

思
統
一
を
図
る
。

「
安
全
の
確
立
」に
つ
い
て
、

私
た
ち
鉄
道
・
医
療
事
業
に
携

わ
る
者
に
と
っ
て
、
「
安
全
の

確
立
」
は
、
労
使
共
通
の
不
断

に
追
求
す
べ
き
最
重
要
課
題
で

あ
る
。
そ
し
て
、
安
全
確
保
の

原
点
で
あ
る
職
場
、
水
際
で
あ

る
分
会
か
ら
の
主
体
的
な
取
り

組
み
を
基
本
に
、
事
故
や
労
働

災
害
の
未
然
防
止
・
再
発
防
止

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
間

の
取
り
組
み
で
、
浸
透
が
図
ら

れ
た
「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
、
同
様
に
浸
透
を

図
っ
て
き
た
「
ジ
ブ
ン
ゴ
ト
」

と
連
動
さ
せ
、
「
あ
な
た
の
ア

サ
ー
シ
ョ
ン
で
職
場
が
プ
ラ
ス

に
！
」
を
合
言
葉
に
、
組
合
員

の
参
画
意
識
を
醸
成
す
る
段
階

ま
で
高
め
て
い
く
。
加
え
て
、

安
全
に
関
す
る
取
り
組
み
は
、

グ
ル
ー
プ
会
社
や
関
係
会
社
と

の
連
携
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
各
社
の
課
題
を
Ｊ
Ｒ
東
海

連
合
と
連
携
し
把
握
し
た
上

で
、
設
備
改
善
に
留
ま
ら
ず
、

人
手
不
足
の
深
刻
化
を
意
識
し

た
契
約
単
価
や
労
務
賃
金
の
課

題
を
よ
り
前
進
さ
せ
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
む
と
と
も
に
、
「
業

務
改
革
」、「
グ
ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ

ン

２
０
３
２
―
挑
戦
と
実
践

―
」
が
与
え
る
影
響
な
ど
も
考

慮
し
つ
つ
Ｊ
Ｒ
東
海
労
使
で
議

論
し
、
解
決
を
図
っ
て
い
く
。

「
組
織
の
活
性
化
」
に
向
け

た
取
り
組
み
は
、
安
全
の
確
立

及
び
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

の
実
現
に
あ
た
っ
て
、
基
礎
・

基
盤
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
直

接
対
話
を
通
じ
て
互
い
の
想
い

を
共
有
し
、
組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
民
主
的

な
組
織
を
創
り
上
げ
る
こ
と

が
、労
働
運
動
の
根
幹
で
あ
り
、

継
承
が
重
要
で
あ
る
。加
え
て
、

相
互
扶
助
活
動
の
最
た
る
位
置

づ
け
で
あ
る
交
運
共
済
生
協
の

「
総
合
共
済
」
に
つ
い
て
、
先

の
Ｊ
Ｒ
連
合
第
３４
回
定
期
大
会

に
お
い
て
、
２
０
２
５
年
４
月

に
制
度
改
定
が
な
さ
れ
る
方
針

が
示
さ
れ
た
。
皆
さ
ん
の
お
手

元
に
も
チ
ラ
シ
を
配
付
し
て
い

る
が
、引
き
続
き
、制
度
改
定
の

実
施
に
向
け
、
組
合
員
へ
の
丁

寧
な
周
知
と
改
定
手
続
き
を
行

う
べ
く
、
各
級
機
関
の
役
職
員

と
の
連
携
を
深
め
確
実
な
共
済

事
業
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

「
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

の
実
現
」
に
つ
い
て
は
、
取
り

組
む
べ
き
課
題
の
方
向
性
を
提

言
し
た
「
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
ビ
ジ
ョ
ン⇒

２
０
２
７
」

を
掲
げ
、組
合
員
は
も
と
よ
り
、

世
の
中
や
お
客
様
に
と
っ
て
一

層
親
し
み
や
す
い
会
社
づ
く
り

の
た
め
労
使
で
議
論
を
重
ね
て

き
た
。
引
き
続
き「
基
本
協
約
」

改
訂
交
渉
や
２
０
２
５
春
季
生

活
闘
争
、
３６
協
定
に
係
る
交
渉

に
、
期
末
手
当
交
渉
と
、
組
合

員
の
働
き
方
や
生
活
に
直
結
す

る
労
使
交
渉
・
協
議
に
つ
い
て

も
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
充
実
を
念
頭
に
置
き
、

広
範
な
内
容
に
つ
い
て
真
摯
な

議
論
を
展
開
し
て
い
く
。

２
０
２
５
年
３
月
の
次
期
静

岡
市
議
会
議
員
選
挙
で
、
Ｊ
Ｒ

東
海
ユ
ニ
オ
ン
組
織
内
候
補
と

し
て
、
静
岡
地
方
本
部
・
牧
野

祥
有
さ
ん
の
推
薦
を
決
定
し

た
。
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再

生
法
の
法
改
正
に
伴
い
、
地
域

に
お
け
る
公
共
交
通
の
役
割
に

対
し
て
注
目
度
は
高
ま
っ
て
い

る
。
必
勝
を
期
し
た
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の

さ
ら
な
る
連
携
を
深
め
て
い

く
。
ま
た
、
国
政
に
お
い
て
も

鉄
道
産
業
に
関
わ
る
政
策
が
議

論
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、

次
期
衆
議
院
議
員
総
選
挙
へ
の

対
応
と
と
も
に
、
２
０
２
５
年

に
投
開
票
さ
れ
る
第
２７
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
に
向
け
て

も
、
関
係
す
る
機
関
と
調
整
し

準
備
を
進
め
て
い
く
。

将
来
宣
言
に
あ
る
「
将
来
に

亘
る
会
社
の
発
展
と
組
合
員
・

家
族
の
幸
せ
実
現
」
を
果
た
す

べ
く
、
中
期
目
標
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ

Ｎ

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

⇒

２
０

２
７
」
の
具
現
化
と
組
織
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
、
引
き
続

き
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
全
組

合
員
が
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
チ
ー
ム
」
と

な
っ
て
、
力
強
く
運
動
を
邁
進

さ
せ
て
い
く
。

尾
内
中
央
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ�
要
旨
�

第３３回定期大会スローガン

安全の追求！「みんなでアクション！」
責任組合として

「ＵＮＩＯＮ ＦＵＴＵＲＥ ⇒２０２７」に基づく運動を
さらに飛躍させ

将来にわたる組合員・家族の幸せを実現しよう！

満満
場場
一一
致致
でで
運運
動動
方方
針針
をを
決決
定定
！！
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７
年
目
の
取
り
組
み
が
ス
タ
�
ト
！
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